


















主人公外右衛門が持ち前の財力と性力 まかせて、数多の女性と関係を結び、その生活に飽きると、大勢の幇間を引き連れ 大坂、江戸に転居し、各地で放蕩の限りを尽く 。やがて が限界に達すると 吉原の近く小塚原に庵をこしらえ、後世を願う 、蔑ろ してきた女性たちの執心にさいなまれ悶死する。本書は、いわゆる因果応報譚的な物語で
ある。　
主人公の死という結末からすると、 『三所世帯』はその原因となる主














































は周知の通りである。一方、 『三所世帯』 に美談と呼べる話は一つもない。主人公は「思ひ入の太夫、千五百両にて」身請けしても、 「是もあくまでのたのしみ」としか考えておらず（巻上の五） 、その行為は もてそび」 でしかない。女性の執心という感情は、 主人公の 「もてあそび」 （要望）に対応する際に生じるも ようである。　
さらに、こうした要望と対応という主人公と他者の関係は、始章から
終章に至るすべてにおいて確認できる。換言すれば各章には、要望と対応という話の枠組みが存在するわけ あ けれども、要望を提出する人物と対応に当た 人物は、 主人公─女性に限らず、 主人公─男性であったり、 女性─主人公であったりと様々である 提出される要望の性質主人公や他者（女性・男性）ともに大半が性 関す けれども幇間が主 公に「小判五両もらはば 宵より八つ門 あく迄かはらけを喰ていませう」 （巻上の五）と、金銭の要望を提出する場面があるように、必ずしもその性質は性に限定されない。　
執心が生じる・垣間見える人物についても、 女性に限らず主人公であっ


































場面に関与するいずれかの人物に「執心」が垣間見えることが共通している。どうやら、 『三所世帯』は「執心」という負の感情が主題の書、と言ってよさそうであ 。もっとも、 登場人物が提出する要望の多くが性に関するものであることから、物語 性質を端的に言い表 ならば、作中では用いられていないが 情念と言ったほうがより適当かもしれない。　
さて、 『三所世帯』の各章には、 要望と対応という話の枠組みが存在し、











































































































































































あるように、各巻におけ 話の展開も、同様の概念のもと構成されているようである。すなわち序破急に例えるな ば、主人公ないし他者の有り余 性力と、異性への執心が語られる第一章の話が「序」 （導入）である。他者が自己の執心 いしは主人公 執心によって消耗する第二章の話が、 「破一段」 （展開）であ 。主人公の放蕩を目撃した他者が、執心を口にしながらも羨望を抱く が他者への執心を口にしながらも羨望を抱く第三章 話が 「破二段」 （展開）である。公が他者の執心、ないしは自己の執心によって消耗する第四章 話が、「破三段」 （展開）である。主人公が他者や自己の執心を嫌気して、 「もてあそび」を一時、ないし永久に停止する第五章の話が、 「急」 （終結）である。
　
このように、話の展開を図式的にみると、浄瑠璃ならばヤマ場（ 「破
二段」 ）に相当する第三章を境にして、執心によって消耗する人物が、他者から主人公へとおおよそ変化している（ただし、巻下のみすべての章において主人公が消耗しているが、この点については後述） 。本書が、もてあそんだ女性の執心によっ 主人公が命を落とす因果応報譚的な物語であることを鑑みれば、こうした各巻の話の展開も、因果応報の道理を表現したものなの ろう。けれども各章独立した内容であるように、主人公を要因とした他者の消耗と 他者を要因とした主人公の消耗の間に、因果関係は確認でき い。　
もっとも、第三章を境にした前後の章には、因果関係はないにせよ、


















































（※屋敷の女性たちが男性に憧れを抱くことが共通している。ただし、巻上の四では、屋敷の女性たちが男の袖を吹いてき 風に裸体をさらすが、何も起こるはずなく、精神を消耗する。一方で巻上の五では屋敷の女性たちは、関係を持ったことがない役者の顔にうり二つ 子を出産し、 その奇妙な事実を知った主人公は困惑し、 精神を消耗する。 ）
　
右の通り、巻上における第一章と第五章 第二と第四章を比較すると、












件の発生、二段が事件の展開、三段が事件のヤマ場、四段が事件の新展開（解決への道筋 提示） 、五段が事件の解決といった ころである。五段構成とは例えるならば、 三段を頂点とした山のような形状であって、初段と二段が山頂（三段）へと向かう登り側 麓（初段）と中腹（二段）であって、四 と五段が下り側 中腹（四段）と麓（五段） 。　
本書の各巻はこうした浄瑠璃の五段構成を模したかのような構成であ
り、かつ第三章を軸に第一章と第五章、第二章と第四章の話の一部分が対照的に設定されている。つまり対照的な話 設定 は、事件 発生と解決というような、緊張感の等しい話（山に例えるならば同一高度）間に出現する仕組み のである。　
一方、各巻の第三章については、本章がヤマ場であることを示すよう
に、主人公のもてあそびが頂点に達す 第三章で 、遊興に耽る主人公の姿は、神仏 例えられ、その様子を目撃した他者は、身勝手 振舞う主人公に対して憤慨すると同時に、羨望を抱く（巻下 主人公
が吉原の太夫を自由に出来ず立腹し、揚屋の亭主が語る太夫の姿に主人公が羨望を抱く） 。こうした神仏に例えた比喩表現や、他者から主人公に怒りという鋭利な感情が向けられる場面は 他章では確認できない特徴である。これらは、本章が話のヤマ場（転換点）であることを暗に示しているのだろう。　
また、 第三章が話の境 （転換点） であることを暗示するかのように、 「川」


















性の性力が衝突する世界、下巻は女性不足を男性が嘆く世界 ある。その三つ 世界（三都）で活動する主人公は、 「ただ人のもてあそびは女道と思ひ入」れる人物であ 紹介されている（巻上の一） 。その人物像から各巻を図式的に見れば、男女の性力が衝突する世界（巻中）を境にして、主人公に好都合な世界（巻上）から、不都合 世界（巻下）に転じるといえよう。　
その各巻の展開（同数の章）を比較すると、提出される要望や対応の






















































































巻中、巻下へと進展するにつれて、他者と主人公（もしくは他者単独）から、主人公単独（もしくは他者と主人公）に変化している。そして詳細については割愛したが、巻中の各章ではいずれも 公 もてあ びの強度が、 巻上と巻下の同数の章に比べて高く設定されている。つまり、
三巻の同数の章における話の関係は、各巻の話がその内部において中央の第 章を境（頂点）に、主人公が他者に対して優位から劣位 回る三段展開であったのと同様であるといえる。　
また、先述したように、各巻の第一章と第五章、第二章と第四章には、













































し、この中巻第三章以降、 の言葉通り、主人公の性力や財力を担保にした他者への優位は崩れ、彼 劣位に立たされていく。したがって、巻中の三における『海士』の一場面を逆設定し 場面とは、言わば世界の秩序が逆転する場面であって、物語の転換点な である。　
そもそも、乙姫のような主人公よりも上位に位置する神仏のご き存












巻下に江戸の順で三都が配置されているが、作者はなぜ、この順で三都を配置したのだろうか。またなぜ、巻上 京と巻下の江戸の話には、主人公と他者の関係の優劣が対照的に設定され、巻中の大坂 主人公のもてあそびの頂点（転換点）として話 設定 のだろうか。　
このような構成・設定に至った発想の根拠を、西鶴の他の浮世草子に
おける三都への認識を手がかりにして、少しばかり検討してみよ　




















うかがえる場面がある。 「石垣恋崩」 （巻五の一）では、 「殊京都は、女自由なるに」 、粋な大尽が目利きを誤ったがために、老いた主人公一代女が思わぬ幸福を手に入れる。　「石垣恋崩」の一場面と『三所世帯』を比較すると、京に住居する主人公外右衛門も、 「二十四人色作りの女にたはぶれ、我ままなる遊楽」をするように（巻上の一） 、行為の印象としては「女自由なる」 言葉に合致 。　一方、江戸における色恋の事情については 先
取り上げたほかに、 それに触れた場面は見当たら いものの、 『三所世帯』には当地の京とは対照的な事情を あ 。たとえば、 江戸は女のすくなき所を今覚て」 （巻下の一）とか、 「所 らひにて、男世帯を人もとがめず」 （巻下の三）といったように、江戸は男性労働者 多く在住する一方で、女性が少ない土地であるという。すなわち、京と江戸の色恋の事情を比較すると、前者が女性に 欠かない 後者 事欠くという点で、対照的な土地であると言えよう。　
大坂については、京や江戸と比較して、色恋の事情を表現した場面を
西鶴の他の浮世草子の中から見つけるこ は出来なかった。し し、色
恋の事情ではないが、大坂の特徴は、 『好色一代女』の「濡問屋硯」 （巻五の四）に、 「万売帳、なには 浦は、日本第一の大湊にして、諸国の商人、爰に集りぬ」 （巻五の四）と表現されている。 『三所世帯』にも同様に、 「此所日本ならびなき津なれば、大方の事に目をおどろかすべき事にはあらねど」 （巻中の三）とある。西鶴作品からは、大坂が全国から商人と物資が集まる経済と物流の中心地という認識があることが読み取れる。　
加えて、本書作中では大坂の生活環境が次のように語られている。
此所（大坂四つ橋・筆者注）にかり座敷して、色男寄会世帯も珍らし。京より薪やすし、米自由にして、酒からく、延紙は吉野より手廻しよく、伽羅は堺より取よせ、南請 ふんどしの干場もよし。爰ぞ住べき所と 恋の入江に碇をおろしぬ。 （巻中の二）
この一文からは、大坂の生活環境が充実していることと、それが色遊びに興じる主人公に好都合であることが読み取れる。　
そもそも主人公は、京から大坂に移動する理由について巻中の一の冒















この一文からは江戸の経済の成熟度が大坂・京と比べれて劣ることが読み取れる。 京については先に取り挙げたように、 巻中の大坂の場面で、 「京まで魚荷のはこぶもおもはしからず」 （巻中の一）とか、 「京より薪やすし」 （巻中の二）と語られているように、物流や生活環境は大坂に劣る。すなわち、 『三所世帯』における大坂という土地は、経済・物流や生活環境という点で、三都 中で頂点に位置づけ れていると言えよう。　
以上、 『三所世帯』や、他の西鶴作品における京と江戸の対照的な色









した主人公は、過去の全盛を「一生色道の達者、われにまされる人、世にあらじ」と振り返る。たしかに、かつての主人公は並外れた性力と財力を有する好色家であり、 「諸分は京の嶋原に身をなし 口舌は大坂の新町に魂をくだき、はりつよき所を江戸の しはらに見初」たという経験からすれば （巻下の三） 、 その自己評価は過大ではないだろう。しかし、他者を「もてあそび」 、執心を生じさせ、ときにそ 執心 よって消耗する人物が、 「色道の達者」と呼べるような人物であったのだろうか。　
執心に対する主人公の反応に注目すると 性力が限界に達した後の彼














こうして「天子」の理想を追って真似事を重ねていた外右衛門は、思わぬ形で美女たちにはしご 外され、 「皆々かたづけて」 、岡崎の後宮を解散する決意を固める。西鶴は、 「爰が分別所」と呼びかけたものの、 「天子」の資格を失った（放棄した）外右衛門には忠告も空しく、さらに大坂（巻中） 、江戸（巻下）へと女色三昧の旅を継続することになった。
　
浜田氏は、巻上の四において主人公が「 「天子」 資格を失った（放
棄した） 」と指摘しておられるが、この身辺整理は、執心・性から 逃避と言い換えることができよう。そして逃避した主人公は、続く巻上の五の冒頭において、 先の苦い体験から「物にはよいかげんのなき物なり」という認識を示 、 「遊興 うはもり、嶋原の女郎ま て又なし」と思い立ち、太夫・天神を取りそろえた盛大な遊興をする。言うなれば主人公は、 「ただ人のもてあそびは女道 思ひ入」という人格の回復を図るのである。しかし、こうした認識や行為は、執心・性から逃避したこと
についての弁解と取れなくもない。　
全盛時の主人公は執心に遭遇したとき、遊興を取りやめ逃避的な態度
を取り、直後にそ 失態を弁解するかのように盛大な遊興をする。作中には、こうした主人公 性質 暗に言い表したかのよう 次の一文がある。
惣じてままならぬ世の事、帥になればかならず金なし。前かたなる太郎殿には、金のある徳にて うとき座敷もかしこく見えける。此大臣は諸色の得道して、 しかも金捨るに極ての大さわぎ（巻下の三）
色道に未熟な者の遊興の質と比較する形で、色道の達者であ という主人公の遊興の質の高さが語られている。　
しかし、 先に述べたように、 「色道の達者」であるという主人公も、 「太
郎殿には、金 ある徳にて」 例え ご く、執心・性から逃避した直後に、持ち前の性力・財力を用いた盛大な遊興をすること よって、先の失態を隠匿している節がある。主人公 「色道の達者」と称するように、 「東山の大臣」 （巻上の五）とか、 「色道大和尚」 （巻中の二）などと、たびたび形容されることを鑑みれば、失態を隠匿するかのような盛大な遊興は、自尊心を守るための行為であると言っ よいだろう。　
もっとも、 主人公の自尊心とか人間性は、 性力と財力が限界に達し、 「色







力が枯渇すると一転して「さりと さりとは是ほどまできらひにもなる物かな」と女性を拒絶するようになり、自身もその思考の様変わり 驚くほどである。京から召し連れた幇間たちも 主人公 同じく無分別な放蕩があだと り性力が枯渇 、過去の行為を後悔する。すると主人公は、 弱り果てた幇間たちに、 「世にはしたい事しかねて死ぬる人もあるに、皆々往生の覚悟をせよ。うごうごと長生しても、此事やみては生がひなし」と虚勢を張る。自身は「二たび生まれかはらば 美 るおんな 生を請て、世間の男に上手 し け、腎虚させてあそぶべきねがひなり。たまたま男に生れて さりとては女のたはむれにあきはて」たと語る。そして「浮世の所帯やぶり、われわれなり 身の上を悟ると、主人公一行は、吉原の近く小塚原 草むらに庵をこしらえ、そこに籠もり極楽往生を願う。しかし、その願い 叶わず、彼ら もてあそんだ女性たちの「執心」にさいな れ 「女ばうはいやじや」とわめき、息絶える。　
性力が限界に達した主人公は、幇間たちを前にして、 「女のたはむれ
にあきはて」たと強弁している。こ 発言は、 「一生色道の達者 思い上がっていた過去や、女性を「きらひ」 なったという直前 発言と


















にする際、島原 太夫を世話女房にし、その生活を「あくまでたのし」んだと語られているように、当地 の「好色を果てまで味わい」尽くしている。しかし、主人公が 請け出す 至った経緯は、幇間たちの執心を垣間見たことがきっかけで、島原 内情を知り 当地での遊びが面白くなくなったことにある。したがって、森田氏が指摘しておられる
『色里三所世帯』の構造
八一








させる様子が映 出されていた。そして「執心」が主人公に絡みつく様と、 「色道の達者」として振る舞う彼が、称号に反して女性と その彼女たちの執心から逃避する様子が映し出されていた。 もっとも主人公は、逃避という事実を隠匿するかのように性力と財力を用いて活動 継続していた。しかし その主人公も、始章で「此水（性 の意）へりては取かへしのなかりき」と語られてい ように、性力が限界に達すると、もてあそんだ女性の執心によって命を落と 。ま 、始章で語られ 懸念が現実となる である。本書の主題は「執心」であると言ってよいだ
ろう。　
本書は数ある西鶴作品の中でも、 「低調」 、 「猥雑」と評価される作品
である。たしかにそうした印象を受けるところがあるのも事実である。しかし、西鶴は本書 おいて「執心」という感情に着目し物語を描いている。しかも「執心」の感情を軸に、各巻各章の話が複雑に絡み合う構造を構築 、主人公に対する他者の執心の深さを表現している。ここに彼の心理描写と 創作技術の高さの一端がうかがい知れよう。　
しかし当時の読者が、本書における創作技術をど ように評価したか








































































森田雅也「 『色里三所世帯』と京都・大坂・江戸─西鶴と貞享期の読者の三都意識をめぐって─」 （ 『日本文藝研究』五五巻（四）二〇〇四年三月）
（
13）　
ダニエル・ストリューヴ「西鶴晩年の好色物における「男」の姿と語りにおける機能」 （ アジア遊学』
195　
二〇一六年三月）
